
 

 

 

 

       令和 6 年 10月 9 日 14 時 00分 

淀 川 ダム統 合 管 理 事 務 所  

 

天ケ瀬ダムでハイブリッド運用が始まります 

～10 月 13 日に第１回目の観光放流を実施～ 

 

・国土交通省では、近年の気候変動の影響による水害の激甚化・頻発化を踏まえた治

水対策とともに、2050 年カーボンニュートラルに向けた取組を加速させるため、

治水機能の強化と水力発電の促進の両立に加え、ダムが立地する地域の振興にも官

民連携で取り組む、「ハイブリッドダム」の取組を進めています。 

・淀川水系宇治川の天ケ瀬ダム（宇治市）においても、ハイブリッドダムとしての運

用を開始し、10 月 13 日に第 1 回目の観光放流を行います。 

・観光放流は、淀川クルーズ FESTIVAL(主催：淀川舟運活性化協議会)の一環として実

施される「E ボート川下り＆とっておき体験」の出発にあわせて行います。 

 

＜ハイブリッド運用による観光放流＞ 

○実 施 日 時：令和６年１０月１３日(日)１１:１０～１１:２０（約 10 分間） 

※Ｅボート出発は、１１：２０（白
は っ

虹
こ う

橋
ば し

右岸側）別紙１参照  

○取   材：白虹橋右岸側で当日取材可 別紙２参照 

       事前申し込み必要 

○注 意 点：降雨による河川の流量増加及び「E ボート川下り＆とっておき体験」が中止の場

合は、観光放流を実施しません。観光放流を実施しない場合は、当日９：００ま

でに淀川ダム統合管理事務所のホームページでお知らせいたします。 

＜参考＞淀川クルーズ FESTIVAL の情報はこちら（https://www.yodogawa-festival1013.com/） 

 

＜取 扱 い＞                             ― 

 

＜配布場所＞近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ、京都府政記者クラブ、宇治市日刊記者クラブ 

 

＜問合せ先＞ 

淀川ダム統合管理事務所    副所長 森下 英明   

広域水管理課長 黒田 公平     電話 072-856-3131  

 

 

https://www.yodogawa-festival1013.com/


 

＜取材場所＞ 

○位 置 図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

報道関係者の方は、車での来場可能です。 

ただし、駐車場に限りがありますので 

事前申し込み順とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

京阪｢宇治｣駅 

別紙１ 

拡大図 

駐車場 

京阪「宇治」駅から徒

歩で 30 分程度 

駐車場から取材場所まで

は徒歩で 10 分程度 

白虹橋 

天ケ瀬ダム 

取材場所 

(Ｅボート出発場所) 

宇治川 

京阪｢宇治｣駅から白虹橋ま

では徒歩でのルートを記載 

至 大津市 

至 宇治市街地 

駐車場：10:20 

から利用可 

白虹橋 

Ｅボート出発場所 

取材場所 

拡大写真 
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○取材のご案内・お願い 

・ 取材は事前申込が必要です。 

・ 取材の際に車での来場は可能ですが、駐車場に限りがありますので、

申込時に車での来場希望をご連絡ください。駐車場所は、10:20から駐

車可能となります。 

・ 白虹橋上及び周辺道路からの取材・撮影は、通行の妨げとなりますの

でご遠慮願います。 

・ 取材に必要となる電源は各社でご準備ください。  

・ 当日取材の事前申込は、以下のとおりメールにてお願いします。 

・ 今回、天ケ瀬ダムのキャットウォーク（ダムサイト壁面の通路）の 

開放はありません。 

・ ダムサイト堤頂部からの撮影は可能ですが、取材対応は別紙１の箇所 

となりますのでご注意ください。 

＜取材申込方法＞ 

・ メール件名を「観光放流取材申込」とし、本文に①会社名  

②担当者氏名 ③人数 ④全員の氏名 ⑤当日に連絡が取れる電話番

号 ⑥車の台数を記載の上、以下のメールアドレスまでご送付くださ

い。 

   申し込みアドレス： kkr-yodoto_kosui@mlit.go.jp 

・ 令和6年10月11日（金）12:00（メール必着）にてお願いします。 

・ 申し込み後、受付メールを返信します。返信がない場合は、お手数で

すが電話（072-856-3131）にてお知らせください。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊参 考＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

  

別紙２ 

 ～天ケ瀬ダムにおけるハイブリッド運用～ 

 

 洪水期制限水位(EL.72.0m)※の上方 20cm(EL.72.2m)まで貯留し、貯留水(250 千 m3)を活

用して、発電の増電と観光放流を行うもの。 
※６月～１０月の洪水期における上限水位 


